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報告事項
1. がん登録部会について

–令和２年６⽉16⽇に実施

2. 患者体験調査について
–これまでの経過と今後の⽅向性

3. 今後のお願いの予定
追



１．がん登録部会
報告事項
• 全国がん登録関連

–全国がん登録2017年報告
–全国がん登録20条提供への院内体制

• 院内がん登録スケジュール
–データ収集
–研修会のe-learning化とCBT

情報提供︓院内がん登録カバー率
治療開始例2017年

全国
• 上⽪内含︓71.5％
• 含まない︓69.9％

今後、施設別の値を公表
していくかどうかを検討
する

次回実値を供覧して議論

https://ganjoho.jp/data/reg_stat/statistics/brochure/2017_report_add.pdf
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議題
• 院内がん登録2016年以後の活⽤について

– 現在は院内がん登録指針の４⽤法のみ
– 独⽴⾏政法⼈個⼈情報保護法に従って整備の予定
– まず都道府県（拠点）への提供を再開検討中

• 2012年症例5年⽣存率
– UICCステージが変わるため2011年との合算がで
きない⇒ 施設別集計は⾏わない⽅針

– 0期の集計値をどうするか⇒別途集計

院内がん登録
2017年症例のカバー率
• 県別、臓器別はがん情報サービスで公開
• 施設別を公開するか︖

–中々イメージを付けづらい
–実際にデータを⾒てから検討



２．患者体験調査について
H29年度 第3期がん対策推進基本計画開始

指標作成者意⾒交換会
H30年度 第2回患者体験調査の実施
H31年度 集計/解析/報告書作成
R2年度 10⽉14⽇ 報告書を公表

・都道府県毎結果の返却
・協⼒施設へ施設毎結果の返却
11⽉7⽇ 提⾔書を公表

患者体験調査の⽬的

（第3期がん対策推進基本計画中間評価）
• 国のがん対策の進捗評価

（患者の体験はがん対策の重要なアウトカム）
• 患者と家族の体験したがん医療の実情把握

⇒全国のがん患者を代表可能なサンプルに対する
質問紙調査
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がん対策推進基本計画・中間指標
（令和元年6⽉28⽇がん対策推進協議会資料）

9
https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000540228.pdfより一部抜粋

回答者概要

平成30年度調査分
発送数 20,488

参加施設数 166施設
回収数 8,935(回収率43.6%)
報告対象 7,080

グループ 対象⼈数

A:希少がん患者 797 (11.3%)
B:若年がん患者 709 (10.0%)
C:⼀般のがん患者 5,574 (78.7%)

内訳

47.6%52.1%

平均66.4歳



「受けた医療への総合的評価」
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(問23)総合的な評価結果(0-10点)

平均7.9点
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納得いく治療選択ができた人

(問15‐2)

専門的な医療を受けられたと

思う人

(問20‐8)

これまで受けた治療に納得し

ている人

(問20‐10)
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治療決定までに、医療スタッフから治療に関する

十分な情報を得ることができた人（問15‐1）

治療開始前に、担当医からセカンドオピニオン

について話があった人(問13)

治療開始前に、妊孕性への影響に関して

医師から説明があった人（問16）

治療開始前に就労の継続について

医療スタッフから話があった人(問28)

身体的つらさがある時に、すぐに医療

スタッフに相談できると思う人(問35‐5)

心のつらさがある時に、すぐに医療

スタッフに相談できると思う人(問35‐6) 本人回答対象

「医療側の説明・対応」

本人回答対象

・診断時就労していた⼈対象

40歳未満対象

セカンドオピニオンについて尋ねた人
・希少がん患者10.9%
・若年がん患者16.3%
・一般がん患者8.8%



66.4%

27.3%

39.7%

17.0%
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がん相談支援センターの認知度(問31)

ピアサポートの認知度(問32)

臨床試験の認知度(問33)

ゲノム医療の認知度(問34)

「各制度・⽤語の認知度」

・役に立ったと回答した人は、
うち、86.9%

・役に立ったと回答した人は、
うち、88.1%

「AYA世代の状況」ここでは19〜39歳（⼩児は除く）
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費⽤での治療
変更・断念した

誰かに相談できた
（治療開始前）

医療者との対話できた ⾝体的つらさの相談できた こころのつらさの相談できた

希少がん患者 若年患者 ⼀般のがん患者

（注意）若年患者グループは
⼥性が8割



ありがとうございました
患者体験調査ご協⼒いただいた施設の皆様
には、この場を借りて⼼より感謝申し上げ
ます。

３．今後のお願いの予定
• 拠点病院の指定要件に関する意⾒調査

–厚労省研究班が実施、全ての拠点病院が対象
がん診療連携拠点病院等の実態把握とがん医療提供体制における均てん化と集約化
のバランスに関する研究 （代表︓若尾⽂彦）

–年度内に実施

• ⽯綿健康被害認定者の画像提供のお願い
–環境省委託事業
–患者の同意後、病院へ画像提供の依頼

追


